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閑
話
三
題

―

渋
沢
栄
一
関
連

―

東
京
都
羽
村
市

山
口
正
義

二
題
は
令
和
三
年
に
高
麗
郷
民
俗
資
料
館
で
開
催
さ
れ
た
「
渋
沢
栄
一

と
日
高
展
」を
参
考
に
し
た
も
の
で
栄
一
の
若
き
日
の
行
動
を
示
す
も
の
。

も
う
一
題
は
筆
者
が
所
属
す
る
古
文
書
研
究
会
で
読
ん
だ
も
の
で
栄
一
も

随
行
し
た
パ
リ
万
博
へ
の
「
出
展
募
集
」
の
古
文
書
の
紹
介
で
す
。

一
、
清
流
峠
の
漢
詩

渋
沢
栄
一
は
十
九
歳
の
時
、
叔
父
（
渋
沢
文
平
か
）
に
同
行
し
て
江
戸

に
行
く
。
そ
の
様
子
を
「
南
遊
季
候
」
と
い
う
紀
行
文
に
遺
し
て
い
る
。

な
ん
ゆ
う
き
こ
う

血
洗
島
（
現
・
深
谷
市
）
の
自
宅
を
安
政
五
年(

一
八
五
八)

三
月
十
六
日

に
出
発
、
南
下
し
て
二
泊
で
江
戸
に
入
っ
て
い
る
（
因
み
に
、
こ
の
年
の

十
二
月
七
日
に
千
代
と
結
婚
し
て
い
る
）。

十
七
日
に
は
越
生
・
毛
呂
を
通
り
、
飯
能
に
抜
け
る
途
中
で
通
過
し
た

の
が
「
清
流
峠
」
。
調
べ
て
も
こ
の
名
前
は
幻
だ
が
、
当
時
の
清
流
村
は

今
の
日
高
市
清
流
だ
。
宿
谷
か
ら
平
沢
天
神
に
向
か
う
途
中
を
右
折
し
て

高
麗
川
カ
ン
ト
リ
ー
の
西
側
の
山
道
を
行
く
。
右
側
の
冨
士
山
を
少
し
捲

く
よ
う
に
進
路
を
進
め
る
と
、や
が
て
滝
沢
の
滝
へ
行
く
分
岐
点
に
着
く
。

そ
こ
か
ら
急
峻
な
坂
の
途
中
の
左
に
鶴
ヶ
島
カ
ン
ト
リ
ー
が
あ
る
。
坂
の

頂
上
近
く
か
ら
西
に
行
く
尾
根
は
物
見
山
方
面
。
こ
の
辺
り
は
雑
木
で
眼

下
の
景
色
は
見
え
な
い
。
が
、
当
時
は
平
沢
、
更
に
そ
の
先
が
見
え
た
の

だ
ろ
う
（
巾
着
田
方
面
は
見
え
な
か
っ
た
？
）
。
南
遊
季
候
は
次
の
よ
う

に
記
し
、
漢
詩
二
編
を
綴
っ
て
い
る
。

（
１
）

過
毛
呂
一
里
半
、
有
嶺
、
曰
清
流
峠
、
嶺
上
四
望
、
嶺
山
如
眠
、
近

山
似
笑
、
若
芽
之
緑
、
柳
色
之
黄
、
猶
如
紅
桜
白
杏
紫
草
、
一
山
之

中
、
恰
為
五
彩
之
観
、
而
抽
蕨
之
童
、
歓
々
喜
前
、
伐
木
之
樵
、
静

々
眠
後
、
其
幽
雅
静
間
、
十
倍
於
先
日
之
所
目
、
有
詩
、
（
漢
詩
二

編
が
続
く
）

こ
の
文
章
も
続
く
漢
詩
も
難
し
い
。
高
麗
郷
民
俗
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
引
用
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

毛
呂
を
過
ぎ
て
一
里
半
、
嶺
あ
り
。
清
流
峠
と
い
う
。
嶺
上
四
望
し
、

し
ぼ
う

嶺
山
眠
る
が
ご
と
く
、
近
山
笑
う
に
似
た
り
。
若
芽
の
緑
、
柳
色
の

黄
、
な
お
紅
桜
・
白
杏
・
紫
草
、
一
山
の
中
、
あ
た
か
も
五
彩
の
観み

た
る
が
ご
と
し
。
抽
蕨
の
童
、
歓
々
と
前
に
喜
び
、
伐
木
の
樵

、

き
こ
り

静
々
と
後
ろ
に
眠
る
。
そ
の
幽
雅
な
静
間
、
先
日
の
目
す
る
所
と
十

倍
す
。
詩
あ
り
。

軽
装
三
月
探
芳
天

（
軽
装
の
三
月
、
芳
天
に
探
る
）

正
好
杏
桜
妍
且
鮮

（
正
に
好
き
杏
・
桜
、
妍
か
つ
鮮
）

け
ん

せ
ん

嶺
上
艶
濃
花
耶
靄

（
嶺
上
に
艶
濃
の
花
は
、
靄
か
）

も
や

渓
間
細
淡
水
疑
烟

（
渓
間
に
細
淡
の
水
は
烟
を
疑
う
）

け
む
り

攀
霞
崖
路
背
負
剣

（
霞
崖
を
攀
る
路
、
背
に
剣
を
負
い
）

よ
じ

蹈
錦
橋
辺
手
携
篇

（
錦
橋
を
蹈
む
辺
り
、
手
に
篇
を
携
え
ん
）

ふ

ほ
と

ふ
み

一
笑
間
人
無
遠
慮

（
一
笑
せ
よ
、
間
人
遠
慮
無
く
）

吟
声
誤
覚
樵
夫
眠

（
吟
声
し
、
誤
り
て
覚
す
、
樵
夫
の
眠
り
）

ぎ
ん
せ
い

さ
ま

し
ょ
う
ふ

〇
妍
＝
美
し
い

〇
鮮
＝
鮮
や
か

〇
烟
＝
霞
や
も
や

〇
攀
る
＝
よ
じ
登

る
〇
篇
＝
書
物
や
詩
、
文
章

〇
間
人
＝
暇
な
人

〇
樵
夫
＝
き
こ
り

（
二
つ
目
の
漢
詩
は
省
略
）

二
、
比
留
間
道
場
で
剣
術
試
合

「
渋
沢
栄
一
と
日
高
展
」
で
は
、
「
桜
陰
筆
記
」
か
ら
も
栄
一
の
行
動

お
う
い
ん

を
紹
介
し
て
い
る
。
「
桜
陰
筆
記
」
は
高
麗
神
社
の
宮
司
で
高
麗
家

代
56
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当
主
高
麗
大
記
の
幕
末
か
ら
明
治
初
頭
の
日
記
。

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
六
月
十
四
日
（
栄
一

歳
）
、
一
橋
家
に
仕

24

官
し
た
栄
一
は
渋
沢
成
一
郎
と
共
に
領
内
の
高
麗
地
方
に
農
兵
の
選
出
の

た
め
来
て
い
る
。
梅
原
に
あ
っ
た
甲
源
一
刀
流
の
「
比
留
間
道
場
」
で
は
、

栄
一
は
比
留
間
邦
造
、
高
麗
大
記
と
剣
術
の
手
合
せ(

試
合)

を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
高
麗
大
記
は
毛
呂
の
権
田
（
直
助
か
）
か
ら
京
都
へ
の
伝
書

を
栄
一
に
渡
し
、
周
蔵
（
比
留
間
周
三
か
）
門
下
の
小
川
椙
太
が
比
留
間

家
の
推
挙
で
農
兵
に
選
ば
れ
て
い
る
。
小
川
椙
太
は
後
に
彰
義
隊
士
の
墓

守
と
な
っ
た
人
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
小
川
町
の
和
算
家
・
杉
田
久
右
衛

門
の
孫
で
も
あ
っ
た
。
栄
一
は
こ
の
時
の
関
東
廻
村
で
三
、
四
十
名
、
江

戸
で
撃
剣
家
八
、
九
人
、
漢
学
者
二
人
を
得
て
京
都
に
戻
っ
て
い
る
。

「
桜
陰
筆
記
」
か
ら
関
連
個
所
を
幾
つ
か
抜
き
出
し
て
み
る
。

（
２
）

（
元
治
元
年
六
月
）
十
四
日
晴
、
天
王
祭
如
例
、
夜
中
組
頭
常
八
来

る
、
用
向
は
此
度
御
屋
形
よ
り
御
出
役
渋
沢
成
一
郎
殿
同
篤
太
夫
殿

来
る
。
当
十
三
日
梅
原
久
太
郎
宅
着
ニ

而
、
赤
心
報
国
之
者
を
御
撰

之
御
用
也
、
然
る
処
拙
僧
幷
ニ

吹
上
修
道
ニ
逢
度
旨
被
申
候
由
ニ

而

参
る

○
十
五
日
晴
、
朝
常
八
来
り
、
同
道
御
役
人
旅
宿
江

参
る
、

篤
太
夫
号
青
渕
、
詩
稿
ヲ
出
し
て
被
示
、
随
分
之
文
学
士
也
、
手
跡

も
見
事
之
事
、
（
略
）
此
両
士
天
朝
家
也
、
去
年
御
上
京
之
節
御
屋

形
江

入
、
御
供
ニ

而
此
度
京
都
よ
り
御
用
ヲ

蒙
り
下
り
廻
村
也
、
面

話
至
而
丁
寧
之
人
也
、
談
話
及
数
刻
帰
る
、
但
し
英
士
募
方
被
相
頼

候
事

（
注
）
赤
心
報
国
＝
誠
意
を
込
め
て
国
の
た
め
に
尽
す
こ
と

こ
の
後
、
「
廿
二
日
渋
沢
二
子
宿
出
立
」
と
あ
る
が
、
飯
能
に
向
か
っ
て

い
る
。
そ
し
て
ま
た
高
麗
に
戻
っ
て
い
る
。

（
七
月
）
晦
日
晴
、
渋
沢
氏
到
来
之
趣
ニ

付
、
大
谷
木
よ
り
諸
所
周

旋
致
候
、
夜
ニ

入
帰
る
、
今
日
渋
沢
氏
本
所
江

着
也

八
月
朔
日
晴
、
夕
刻
田
島
保
次
郎
大
谷
木
恭
輔
来
る
、
渋
沢
氏
江

目

見
為
致
候
処
、
帰
宅
之
上
親
共
江

申
聞
御
挨
拶
可
致
と
申
帰
る
（
そ

の
後
面
会
し
て
い
る
か
不
明
）

○
二
日
晴
、
朝
比
留
間
邦
造
と
渋

沢
篤
太
夫
殿
試
合
有
之
ニ

付
、
拙
僧
も
早
朝
参
り
候
、
渋
沢
氏
与
一

面
手
合
願
候
事
、
今
日
毛
呂
権
田
よ
り
京
都
江

の
伝
書
渋
沢
氏
江

相

渡
す
、
九
ツ

時
小
川
椙
太
来
る
、
是
ハ
周
蔵
門
人
な
り
、
比
留
間
よ

り
吹
挙
、
目
見
い
た
し
候
、
随
分
英
士
な
り
、
然
所
京
師
動
揺
之
義

故
か
先
達
而
取
極
ニ

相
成
候
、
人
物
異
変
之
者
出
来
候
ニ

付
、
当
九

ヶ
村
談
合
ニ

而
申
立

小
川
壱
人
ニ

而
十
人
ニ

も
勝
り
可
申
段
内
々
申
上
候
処
、
渋
沢
氏
承

知
也
、
依
之
小
川
取
極
ニ

相
成
、
当
六
日
比
留
間
泊
り
ニ

而
、
七
日

江
戸
着
し
対
談
な
り
、
（
略
）
○
三
日
晴
、
渋
沢
篤
太
夫
殿
出
立
也

三
、
パ
リ
万
国
博
出
展
募
集
の
古
文
書

慶
応
三
年(

一
八
六
七)

四
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
パ
リ
万
国
博
覧
会
へ
の

出
展
募
集
と
で
も
い
う
古
文
書
を
読
ん
だ
。
慶
応
二
年
五
月
十
五
日
の
こ

の
古
文
書
は
形
式
的
と
は
言
え
、
当
時
の
百
姓
町
人
ま
で
も
募
集
対
象
に

し
て
い
た
。
パ
リ
万
博
は
日
本
が
初
め
て
参
加
し
た
国
際
博
覧
会
で
、
総

入
場
者
数
は
九
百
万
人
強
と
文
献
に
あ
る
。
江
戸
幕
府
、
薩
摩
藩
、
佐
賀

（
３
）

藩
が
幕
府
と
は
独
立
に
出
展
し
て
い
た
。

当
時
、
幕
府
は
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
を
強
め
て
い
て
公
使
ロ
ッ
シ
ュ
を

通
じ
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
各
藩
に
も
参
加
を
促
す
通
達
を
出
し
、

ま
た
武
士
の
み
な
ら
ず
町
人
の
参
加
も
許
し
て
い
た
。
幕
府
か
ら
は
将
軍

徳
川
慶
喜
の
弟
で
御
三
卿
・
清
水
家
当
主
の
徳
川
昭
武
が
将
軍
名
代
と
し

て
派
遣
さ
れ
、
随
員
は
総
勢
三
十
名
ほ
ど
。
そ
の
中
に
は
渋
沢
栄
一
や
清

水
卯
三
郎
・
吉
田
六
左
衛
門
等
の
商
人
、
旅
芸
人
の
浜
碇
定
吉
一
座
や
、
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そ
れ
に
柳
橋
の
芸
者
も
三
人
ほ
ど
い
た
。

幕
府
の
出
品
物
は
、
衣
服
・
漆
器
・
銅
器
・
武
器
・
船
具
・
鉱
物
・
書

籍
な
ど
多
岐
の
も
の
が
持
ち
込
ま
れ
た
。
武
器
に
は
刀
剣
・
元
込
め
銃
・

鎧
な
ど
、
書
籍
に
は
江
戸
名
所
図
絵
・
東
海
道
名
所
図
絵
・
北
斎
漫
画
な

ど
が
含
ま
れ
、伊
能
忠
敬
の
実
測
日
本
地
図
や
高
度
な
和
算
書
も
あ
っ
た
。

薩
摩
藩
は
「
日
本
薩
摩
琉
球
国
太
守
政
府
」
の
名
で
幕
府
と
は
別
に
展

示
し
、
独
自
の
勲
章
（
薩
摩
琉
球
国
勲
章
）
ま
で
作
成
し
て
い
た
。
幕
府

の
薩
摩
藩
へ
の
抗
議
は
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
幕
末
の
政
争
が
パ
リ
万
博
ま

で
持
ち
込
ま
れ
た
。

な
お
、「
幕
末
の
パ
リ
万
博
に
『
十
四
歳
特
使
』」
と
い
う
新
聞
記
事
に

（
４
）

は
、
「
一
八
五
〇
年
代
、
欧
州
の
絹
の
産
地
に
伝
染
病
が
広
が
り
、
フ
ラ

ン
ス
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
リ
ヨ
ン
絹
織
物
業
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

た
。
こ
の
危
機
を
知
っ
た
家
茂
は
日
本
の
蚕
種
を
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世

に
贈
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
絹
織
物
産
業
を
救
う
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
家
茂

へ
の
お
礼
と
し
て
万
博
に
招
待
し
た
」
と
あ
る
。
歴
史
の
一
面
を
報
じ
て

い
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
が
、
家
茂
は
こ
の
「
出
展
募
集
」
の
通
達
か

ら
間
も
な
く
の
慶
応
二
年
七
月
に
病
没
し
て
い
る
。

古
文
書
の
解
読
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

（
５
）

来
卯
三
月
仏
蘭
西
国
都
府
ニ

お
ひ
て

フ

ラ

ン

ス

宇
内
各
州
出
産
之
物
品
を
取
集
展
観
場

相
開
候
ニ

付
御
国
産
之
も
の
を
も
御
差
送
り

有
之

候
様
い
た
し
度
旨
同
国
政
府
ゟ
申
立
御
国
地

出
産
之
物
品
同
所
江

差
送
り

度
望
之
も
の
ハ

其
筋
江

可
申
立
且
百
姓
町
人
ニ
而

も
同
様
差
出

度
も
の
ハ
御
差
許
可
相
成
候
間
是
亦
其
筋
江

可
申
立
旨
其
御
筋
ゟ
御
達
有
之
条
得
其
意

此
廻
状
村
名
下
江

名
主
令
受
印
早
々
順
達

留
り

村
ゟ
可
相
返
候
以
上

江
川
太
郎
左
衛
門

寅
五
月
十
五
日

役
所

羽
村
始
外
八
ケ

村

定
例

寅
五
月
廿
日
拝
見
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